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11月9日（火）大阪大学大学院工学研究科 教授 森勇介 氏を講師にお招きし、本校記
念講堂を会場にして、SSH講演会「潜在能力活性化によるイノベーション創出とベン
チャー起業～天野先生がノーベル賞を受賞された秘訣～」が実施されました。

これから研究を進めるにあたって
１年 男子

今回の講話を通して、工学研究の最前線で活躍している森先生だからこそ知り得るこ
とをお聞きし、学ぶことができました。
私は、部活動で工学系の研究を行っているのですが、それを進めていく上でも大変た

めになる講話でした。今、研究でなかなか結果が出ずに悩んでいましたが、「先生の失
敗してもいいからやってみる」とのお言葉を聞いて、これからの研究を行っていくため
のスタンスを知り、これからも研究を続けていこうという意欲につながりました。
また先生は、メンタル面についてのベンチャー企業を起業されるなど多方面の活動を

行っておられます。その姿勢から、自分も専門分野はもちろんのこと、より多くの分野
について広く関心を持ち、学び、探究していくことが大切であると学ぶことができまし
た。
これから部活動やSSRなどで研究を行っていく機会があると思います。そんなときは

今回の講話で学んだことを活かして存分に研究をし、探究をしていきたいと思います。

森教授の講演を聞いて
2年 男子

10月9日、森勇介教授の講演「潜在能力活性化によるイノベー
ション創出とベンチャー企業」を聞きました。森教授は、大阪大学
に所属されており、ベンチャー企業4社を持つ起業家でもあります。
現在はGaN結晶についての研究を主に行われています。
教授の話によるとイノベーションとはもとからあるものをいくつ

かかけ合わせるところから始まり、ノーベル賞を受賞された何人か
の先生や、教授自身もそうして生まれたアイデアを突き詰めていく
うちに成果となったそうです。一握りの天才だけが大きい結果を残
すのではなく、自分の考えを信じて挑戦し続ける人が結果を残すん
だなと思いました。また、それには強い自信が必要になってくると
も知りました。失敗したらいけないという強迫観念が行動の妨げに
なるので、メンタルケアを大事にして、トラウマを克服して行くべ
きと感じました。イノベーション創出につながる秘訣を学べ、貴重
な経験になったと思います。

イノベーションをうまくするために
1年 女子

今回の講演で、森先生の実績や行動力、それが社会に及ぼした影響、先生からのア
ドバイスなどをお聞きし、有意義な時間を過ごさせていただくことができました。そ
の中でも、1番印象に残っているのは、森先生のトラウマについての話です。
森先生は、とある心理学者の方と出会い、話してくうちに自分の底にあるトラウマ

を思い出したそうです。自分では忘れかけていたようなトラウマだったそうですが、
心理学者の先生のご指導を受け、そのトラウマを解消することで今までよりも良いイ
ノベーションをすることができるようになったそうです。そこから、イノベーション
のためにメンタルを高めることが重要であると教えていただきました。
私はあまりメンタルが強くないのですが、今回の講演からメンタルを強くしたいと

思いました。これからのためにトラウマと向き合い、自分のイノベーションを大切に
して、探究活動や研究にもつなげていきたいです。


